
～高速ネットワークの形成～

紀勢自動車道・熊野尾鷲道路の開通により、東紀州地域は名古屋市などの各地域と高速ネット
ワークが形成されました。

■広域図

【紀勢大内山IC～紀伊長島IC】
（NEXCO中日本施工区間）

【紀伊長島IC～尾鷲北IC】
（国土交通省施工区間）

【尾鷲南IC～熊野大泊IC】
（国土交通省施工区間）
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紀勢自動車道・熊野尾鷲道路

国道42号

高速道路

凡例

拡大範囲

東紀州地域
紀北町・尾鷲市
熊野市・御浜町
紀宝町
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～交通量の状況（地域間交流）～

■交通量調査（休日）データ

高速ネットワークがつながり、東紀州地域と他地域との地域間交流が増加しています。

東紀州地域の玄関口である紀勢大内山IC以南では、休日の交通量が約１３％増加しています。

【調査日】
開通前：H25.3.17（日）
紀勢自動車道（一部）・熊野尾鷲道路開通後：H26.3.16（日）
全線開通後：H26.5.18（日）

※調査時間は7時～翌7時の24時間
※国土交通省、NEXCO中日本による交通量調査結果より作成

紀勢自動車道開通
（紀勢大内山IC～紀伊長島IC）

熊野尾鷲道路開通
（三木里IC～熊野大泊IC）

紀勢自動車道調査箇所

国道42号調査箇所

約１３％増加
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紀勢自動車道開通
（紀伊長島IC～海山IC）

至松阪

至新宮
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～交通量の状況（ゴールデンウィークの交通状況）～

昨年のゴールデンウィークと比較し、東紀州全域で交通量が約６％～約１２％増加しています。

3

約7％
増加

約6％
増加

約12％
増加

H25.9.29(日)開通

熊
野
尾
鷲
道
路

紀
勢
自
動
車
道

①

②

③

至松阪
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H26.3.30(日)開通

【凡例】

紀北町エリア
尾鷲市エリア
熊野市エリア

紀勢自動車道調査箇所

国道42号調査箇所

【調査日】
H25年GW：H25.5.4（土）
H26年GW：H26.5.4（日）

※調査時間は7時～翌7時の24時間
※国土交通省、NEXCO中日本による交通量調査結果
より作成



実施市町 キャンペーン名 期間

紀北町
きほくへGOGOスタンプラリー H25.3.16～H25.6.30

きほくにおりなきゃンペーン H26.1.18～H26.3.30

尾鷲市
尾鷲まるごとスタンプラリー H25.10.1～H26.3.31

高速道路開通記念イベント H26.3～H26.8

熊野市
高速開通！熊野！
１億円キャンペーン（43事業）

H25.5～H26.3

■キャンペーン名とその期間 ■キャンペーンポスター例

～地元自治体による観光振興キャンペーン～

高速道路の開通にあわせて、地元自治体による観光振興キャンペーンが次々と行われました。

市外のキャンペーン参加者からは、「熊野が近くなった」「また訪れてみたい」との声がありました。
また、尾鷲市内の観光施設等では「高速道路の延伸により誘客数が増加した」との声がありました。

紀北町 尾鷲市 熊野市

4※紀勢国道事務所による観光客へのヒアリング結果より作成

■自治体に寄せられた声
高速道路の開通により、移動時間が短くなり、熊野古道に来
やすくなったとの声が聞かれました。
（紀北町 商工観光課）

尾鷲市の観光施設や土産物店等では、高速道路の延伸により、
かなりの誘客数が増加したとの声も多数聞かれました。
（尾鷲市 水産商工食のまち課）

市外のキャンペーン参加者からは、「熊野が近くなった」
「また訪れてみたい」などご意見をいただきました。
（熊野市 市長公室）

■道路利用者の声
高速道路で来られるので楽でした。所要時間は前回よりも
１時間は短縮したと思います。 （愛知県豊田市在住）

高速道路ができたので東紀州地域へ訪れました。
高速道路がなければ遠いので来なかったと思います。
（愛知県名古屋市在住）
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～観光客の増加による地域活性化～

※平成24年観光レクリエーション入込客数推計書 及び観光客実態調査報告書、紀北町・尾鷲市・熊野市ヒアリング調査より作成

■主要観光施設への入込客数の推移

③お綱茶屋／熊野市 熊野尾鷲道路開通
（三木里IC～熊野大泊IC）

紀勢自動車道開通
（紀伊長島IC～海山IC）

紀勢自動車道開通
（紀勢大内山IC～紀伊長島IC）

約2.2倍

②おわせお魚市場おとと／尾鷲市

高速道路の開通による時間・距離短縮などの直接的な効果と併せ、地元自治体による観光キャン
ペーンの効果もあり、主要観光施設の入込客数が増加傾向にあります。

特に熊野市のお綱茶屋ではＨ２４年と比較し約２．２倍と大幅に増加しています。
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①キャンプinn海山／紀北町

紀勢自動車道開通
（紀勢大内山IC～紀伊長島IC）

約1.5倍

紀勢自動車道開通
（紀勢大内山IC～紀伊長島IC）

熊野尾鷲道路開通
(三木里IC～熊野大泊IC)

紀勢自動車道開通
(紀伊長島IC～海山IC)

約1.3倍

出典：キャンプinn海山HPより
H26.3.30(日)開通

H25.9.29(日)
開通
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野
尾
鷲
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至松阪

至新宮

①キャンプinn海山

②おわせ
お魚市場おとと

③お綱茶屋
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※熊野尾鷲道路開通後は、H25.11.19(火)～H26.4.24(木)の時刻表より作成。
※紀勢自動車道開通後は、H26.4.25(金)以降の特急系統時刻表より作成。

～高速バスのルート変更によるアクセス性の向上～

高速道路の開通により、名古屋市～熊野市間の高速バス（名古屋南紀高速線）の所要時間が最大４０分短
縮されました。

高速バスの運行本数は、１日５往復から８往復に増便され、ゴールデンウィーク期間中は利用者が
約２割増加しました。

※三重交通(株)輸送実績データより作成

約2割増加

■高速バス（名古屋南紀高速線：新宮・熊野・尾鷲～名古屋）の
利用者数(ゴールデンウィーク)
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３時間53分

５往復/日

18：10

東名阪自動車道
伊勢自動車道

紀勢自動車道

熊野尾鷲道路

尾鷲南IC

尾鷲北IC

勢和多気JCT

名鉄バスセンター

大宮大台IC

東名阪自動車道
伊勢自動車道

紀勢自動車道

尾鷲南IC

熊野尾鷲道路

熊野大泊IC 熊野大泊IC

42 42

42

３時間13分

８往復/日

20：30

変更なし

変更なし
名古屋発
最終時刻

増便

延長

15分短縮
さらに
25分短縮

①熊野尾鷲道路
開通前

②熊野尾鷲道路
開通後

③紀勢自動車道路
開通後

■名古屋市～熊野市間の高速バスルート

東名阪自動車道
伊勢自動車道

勢和多気JCT勢和多気JCT

熊野市駅前

熊野大泊IC

紀勢自動車道

大宮大台IC

42

42

42

高速
バスルート

所要時間

運行本数

尾鷲南IC

42

※所要時間は特急系統利用時。運行本数は、特急・急行・普通系統を合わせた数。

■バス会社の声

増便後、名古屋を午前中に出発するバスに乗車する
お客様で観光客の方が増えたように感じます。

バスの乗務員からは「４２号のいくつもの峠を越え
なくて良くなり、時間も短縮され、運転が楽になった」
と聞いています。

※紀勢国道事務所による三重交通(株) へのヒアリング結果より作成
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